
今後30年以内に70％程度の確率で発生すると予
測されている南海トラフ地震などの災害に対

して、災害発生時の迅速な水道復旧体制の構築と被
害を最小限にとどめるため、市では水道施設の更新
と耐震化を進めています。
　また、災害が発生した場合に備えて、水道水を確
保するためのさまざまな対策を行っています。
　今回は、これらの取り組みをご紹介します。

管と管のつなぎ目（耐震管）

平草配水池築造事業の状況
（造成工事完了）
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に
２
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目
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完
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す
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予
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で
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。
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緊
急
貯
水
槽
は
水
道
管
を
太
く
し

た
形
状
で
、
平
常
時
に
は
水
道
管
の

一
部
と
し
て
水
道
水
が
流
れ
て
い
ま

す
が
、
緊
急
時
に
は
出
入
り
口
の
弁

を
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
り
貯
水
槽
の

水
が
確
保
さ
れ
、
非
常
用
の
水
源
と

し
て
使
用
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
内
で
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し
お
ふ
れ
あ

い
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㍍
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鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
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量
１
７
０
立
方
㍍
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設
置
し
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す
。
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給
水
タ
ン
ク
車
は
機
動
性
を
生
か

し
、
災
害
時
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
給
水
活
動
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

水
道
工
事
で
断
水
す
る
場
合
な
ど

に
、
同
車
で
水
道
水
を
配
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
１
台（
容
量
２
立
方
㍍
）

を
所
有
し
て
い
ま
す
。

地
震
が
起
き
た
場
合
に
管
と
管
の
つ

な
ぎ
目
が
外
れ
る
な
ど
し
て
、
水
道

水
を
供
給
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
老
朽
化
し
た
水

道
管
の
取
り
替
え
や
新
た
に
水
道
管

を
埋
設
す
る
際
に
、耐
震
管（
図
１
：

つ
な
ぎ
目
が
外
れ
ず
強
度
が
高
い

管
。）に
更
新
し
、
地
震
に
強
い
水
道

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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配
水
池
の
更
新
と
耐
震
化

　
配
水
池
は
、
家
庭
な
ど
へ
送
る
水

道
水
を
一
時
貯
め
て
お
く
施
設
で
、

市
内
に
18
カ
所
あ
り
ま
す
。
配
水
池

に
は
水
量
の
調
整
や
停
電
な
ど
の
非

常
時
に
一
定
時
間
給
水
で
き
る
機
能

が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
災
害
時
に
安
定
し
た
水

道
水
を
提
供
す
る
た
め
、
老
朽
化
し

た
配
水
池
を
、
耐
震
性
能
を
有
し
た

施
設
に
更
新
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

大
麻
町
板
東
の
平
草
配
水
池
の
更
新

を
行
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
末
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。（
写
真
右
）

緊
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水
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確
保

緊
急
遮
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弁

　
地
震
で
水
道
管
が
破
損
す
る
と
、

配
水
池
の
水
が
大
量
に
流
れ
出
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
大
き
な
地
震
の
揺
れ
を
感
知

し
て
自
動
で
水
道
管
を
閉
め
る「
緊

急
遮
断
弁（
写
真
上
）」を
配
水
池
の

出
口
の
水
道
管
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
市
内
で
緊
急
遮
断
弁
を

大谷配水池の緊急遮断弁

 

災
害
に
備
え
る

水
道
管
の
更
新
と
耐
震
化

　
本
市
の
水
道
事
業
は
昭
和
７
年
の

創
設
以
降
、
給
水
区
域
を
市
内
の
ほ

ぼ
全
域
に
広
げ
、
水
道
管
の
整
備
更

新
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

水
道
管
の
中
に
は
老
朽
化
し
た
も
の

や
耐
震
性
能
が
低
い
も
の
が
あ
り
、

災害に負けない 
水道

水道事業連載 第９回

～南海トラフ地震に備えた取り組み～

問 市企業局水道企画課 ☎685・3330

災害に備えて飲料水の備蓄を
　地震などの災害が発生したときには、水道が使
えず応急給水の体制が整うまでに時間がかかるこ
とが予想されます。災害時の備えとして家庭で水
を備蓄しておきませんか。飲み水の備蓄の目安は
「１人１日３㍑、３日分で９㍑」といわれています。

水道水の保存方法
①清潔な容器を水道水で十分に洗浄します。
②容器内部に空気が残らないよう水道水を
　満たし、確実にふたをします。
③直射日光が当たらず、風通しのよい場所で保存
　してください。保存期間は約３日間が目安です。
※保存期間内にふたを開けた場合は、その都度
　新しい水道水に入れ替えてください。

次回は本紙12月号で、現在工事を進めている
浄水場取水施設工事の状況を紹介します。
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